
「……天がなんのために どこそごの 誰のために

作った神秘か 今も これがら先も 知るごどので

ぎねぁ力……」（「ヘンジョウ大滝の向ごう」） 

 

「……もそもそど睦月の白い幕を開ぎ 白く染まれ

ば染まるほど 森の雑木星がしんしんと雪に浮ぎ 

しんしんとさすらう寂寥……」（「一番地の雪虫」） 

 

三陸・気仙弁の温もりが紡ぐ祈りと銀河幻想が、耳

と目でひとつになる照井良平の第 2 詩集。 

 

躍動の鹿踊り、白猿の湯煙に映ずる 3・11 の鎮魂、

太古の世界、アテルイ、そしてローザン鉄道が走る

賢治的イーハトーブの世界観が鮮やかに広がる。 
 

はるかぜ書房株式会社 

〒248-0027 神奈川県鎌倉市笛田 6-15-19 
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はるかぜ書房株式会社  

詩集『星座の森の誓い』 
    

照井良平著 

A5 判・並製 120 ページ 定価：1500 円＋税 
ISBN:978-4-909818-55-3 C0092 ¥1500E 

 ご注文は JRC へ FAX:03-3294-2177 TEL:03-5283-2230 

はるかぜ書房の新刊 

令和 8年 9月 30 日発売 

詩集『星座の森の誓い』  

著者:照井良平（てるい・りょうへい） 

白猿も山姥も気仙弁で語り、小太鼓がダダスコ響く星座の森 

宮沢賢治の世界につながるこの森にずっといたいと思った。 

詩人：平田綾子 

 

1946 年 岩手県陸前高田生まれ 

2011 年 第 26 回国民文化祭・京都 2011 現代詩部門 文部科学大臣賞 

2013 年 詩集『ガレキのことばで語れ』 第 41 回坪井繁治賞 

2020 年 第 21 回白鳥省吾賞 

2022 年 岩手県芸術文化協会表彰 

所属等：歴程同人、岩手県詩人ペンクラブ会長、日本現代詩人会会員、日本文藝家協会会員、 

日本現代詩歌文学館振興会評議員、詩人会議全国運営委員 
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